
　子育て中の市民を中心に設置の要望が多くあがって
いた「大型遊具」。大型遊具を求めて、これまで多く
の市民が市外の公園を利用していました。
　そこで、市は子育てしやすい環境を整備
するため、柳川むつごろうランドに大型遊
具を整備します。遊具の大きさは、高さ約
11m、幅約 26m。「川下りスライダー」な
ど 5 つの滑り台があり、最上部のムツゴロ
ウをはじめ、さげもんやくもで網など柳川
をイメージしたデザインがいたるところに
散りばめられています。周辺には車いすの
まま遊べるなど誰でも楽しめるインクルーシブ遊具も
整備。また、子どもを見守る保護者がくつろげる、屋
根付きのベンチも設置するなど、誰もが楽しめる空間

となっています。利用開始は、4 月 30
日（日）午前 10 時。皆さんぜひお越
しください。詳しくは市公式サイトで
確認できます。
【問】市観光課観光地域づくり係（☎
77・8176）

「いちごフェス」を同日開催
　柳川むつごろう会は、8 回目となるに
ぎわいイベント「いちごフェス」を開催
します。今回は、柳川産あまおうを使っ
たイベントや新企画の大声大会など盛
りだくさん。内容によっては事前予約が
必要です。また、天候によって内容が変
更になることがあります。最新情報は、同会の公式サ
イトで確認してください。
●日時　4 月 30 日（日）午前 10 時～午後 3 時
●会場　柳川むつごろうランド一帯

●内容　あまおう大福や
あまおうスムージー販売、
大声大会（新企画）、ピ
ザ作り体験、グランピン
グ見学、軽トラ市など
【問】柳川むつごろうラ
ンド（午前 9 時～午後
5時、月曜定休、☎ 72・
0819）
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4 月 16 日（日）には BABY GO17 など関連イベントも目白押し

4年ぶりとなる中山大藤まつりを4月14日から開催

　中山大藤まつり実行委員会は、4 年ぶりに中山大藤
まつりを開催します。300 年前に植え
られたと伝えられ、県の天然記念物に
指定されている中山の大藤。家族や友
人と一緒に、甘い香りに酔いしれませ
んか。開花状況などの最新情報は市公
式サイトで確認できます。
●期間　4 月 14 日（金）～ 28 日（金）
●会場　中山熊野神社、立花いこいの森
●関連イベント　▷開会式（献酒会）＝ 14 日（金）
午前 10 時～▷ B
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O 17 ＝ 16 日（日）午前 9 時
～午後 5 時▷投げ餅＝ 16 日（日）午前 11 時 25 分～
▷ジャズライブ＝ 22 日（土）午後 6 時～（雨天時は
中山小学校体育館）▷苗木（アジサイなど）の配布＝
25 日（火）午後 1 時 30 分～

4 月 30 日（日）午前 10 時利用開始　柳川産あまおうを堪能できるイベントも同日開催

待望の大型複合遊具がむつごろうランドに登場

むつごろう会

　4 月 15 日から、くもで
網体験とムツかけ（ムツゴ
ロウ釣り）体験を開始しま
す。家族やグループで有明
海を楽しみませんか。申込
方法など、詳しくは柳川む
つごろう会の公式サイトで
確認してください。
●くもで網体験　▷対象
＝小学生以上（18 歳未満
の場合は、18 歳以上の人の同伴が必要）▷料
金＝ 1 時間 3000 円（インストラクター代含む）
●ムツかけ体験　▷対象＝小学 4 年生以上（18
歳未満の場合は、18 歳以上の人の同伴が必要）
▷料金＝ 1 時間あたり 1 人 800 円、インスト
ラクター代 1 時間あたり 1500 円

くもで網やムツかけ体験
で有明海を満喫しよう
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大物が採れるかも

夢や思いを
有明海に叫ぼう

親子みんなで楽しめる空間

整備する遊具の特徴
ココが
すごい
●�設置するのは筑後地区最大級の遊具
●�障がいの有無に関係なく、誰でも楽
しめるインクルーシブ遊具も設置
●�屋根付きベンチなど子どもを見守る
保護者にも配慮大型遊具

中山大藤

●ライトアップ　日没後～午後 10 時
●無料シャトルバス　会場近くの臨時駐車場から会場
までは無料シャトルバスを運行。西鉄柳川駅と会場、
筑後船小屋駅をつなぐ臨時バス（有料）も運行
【問】市観光課観光推進係（☎73・8111）

緊急度と重要度が高い 7 つを最優先方策として選定

掘割と観光のあり方をまとめ市長へ提言

　長引いたコロナ禍で、入込客数や宿泊客数、消費額
が減少するなど大きな打撃を受けた市内の観光業。ま
た、令和 6 年度から 7 年度にかけて、西鉄柳川駅周辺
や沖端水天宮周辺地区の整備が完了予定など、大きな
転機を迎えようとしています。そこで市は、令和 3 年
11 月に第三者委員会として「掘割と観光の共生のあり
方検討委員会」を設置。学識者や市民団体、川下り事
業者の他、国や県、西鉄の関係者などと共に、貴重な
地域資源である掘割を見つめ直し、持続可能な観光の
あり方を協議してきました。同委員会では、市民や観
光客へのアンケートを実施し、2 回の分科会を交えなが
ら委員会を 8 回開催。掘割を活用した持続可能な観光
を進めるために、行政や市民、観光事業者が連携して
取り組むべき 39 の方策を整理し、提言書にまとめまし
た。その中でも、特に緊急度と重要度が高い 7 つを最
優先方策として選定。最優先方策は次のとおりです。
●親水性の向上（快適な水辺環境の充実）
●掘割の美化・愛護活動の推進
●観光事業者の連携を図る機会の創出
●ガイドライン等の策定・遵守
●船頭さんや掘割に触れる機会の創出
●観光産業の多様な関係者の参画・連携を強化するに
よる新たな魅力の創出
●トレンドの変化に対応した新たな観光コースづくり

　2 月 21 日、同委員会の千
せんそうてつ

相哲委員長
らが、市役所柳川庁舎を訪れ金子市長
へ提言書を提出。千委員長は、「観光と
掘割の共生は難しいテーマであったが、
多くの人に意見を出してもらった。ぜ
ひ実現してほしい」と話しました。市
では今後行動計画を策定し、早いものでは令和 5 年度
から取り組んでいきます。詳しくは市公式サイトで確
認してください。
【問】市観光課DMO推進室（☎77・8564）

提言書

金子市長に提言書を提出する千委員長（左から 3 人目）金子市長に提言書を提出する千委員長（左から 3 人目）


